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仁淀病院における災害医療対策
　東日本大震災から4年が過ぎ、被災地での復興は進んでいますが、いまだに仮設住宅で不便な
生活を送っている人もたくさんいます。高知でも南海トラフ地震が近い将来に起きることが危惧
され、その規模はマグニチュード９程度の超巨大地震の可能性も指摘されており、いの町でも大
きな被害が予想されています。仁淀病院では、災害時にも病院機能を継続して傷病者の治療がで
きるよう取り組んでいます。

禁煙！今がチャンス！

◇あなたの喫煙指数は？

◇病院で禁煙治療ができます

1日の喫煙本数 喫煙年数

今では健康保険を使って禁煙治療が受けられるようになりました。
禁煙治療や禁煙補助剤が充実しており、比較的楽にたばこをやめ
られるようになっています。
「禁煙したいけど・・・」と思っているあなた！
まずは、禁煙外来のある医療機関にお問い合わせください。

《町内の禁煙外来のある医療機関》
医療機関名 所在地 電話番号

とんぼクリニック 

高岡内科

いの町立国民健康保険 仁淀病院

喫煙の健康影響については、広報いの４月号25ページをご覧ください。

いの町205　サニーアクシスいの2F

いの町新町86

いの町1369

　879－0222

　892－0296

　893－1551

元気でいきいき
暮らしたい～の

  200以上 ⇒ ニコチン依存症かも
  400以上 ⇒ 肺がんになる危険がかなり高い
  600以上 ⇒ 肺気腫になる危険がかなり高い
1200以上 ⇒ 喉頭がんになる危険がかなり高い

本 × ＝年

入札結果のお知らせ（平成27年１月～平成27年３月）
入札日 入札方法 工事名 工事場所 工事担当課 落札金額 落札業者

1月20日

1月23日

1月23日

1月23日

1月23日

1月23日

2月23日

一般競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

平成26年度　町道西川線道路災害復旧工事

平成26年災　101/61伊野南地区道路災害復旧工事

平成26年度　林道カゲ野線1号箇所災害復旧工事

平成26年度　林道柳野カゲ線1号箇所（台風12号）災害復旧工事

平成26年度　林道川原田線1号箇所災害復旧工事

平成26年度　林道安望線1号箇所災害復旧工事

平成26年度　林業専用道戸中程野線開設工事

上八川下分

奥名

上八川丙

小川柳野

小川柳野

清水上分

戸中

吾北建設課

産業経済課

吾北建設課

吾北建設課

吾北建設課

吾北建設課

本川産業建設課

67,068,000 

25,098,120 

11,988,000 

17,893,440 

33,575,040 

10,260,000 

43,956,000 

大洋建設株式会社

尾﨑建設有限会社

株式会社四国ネット

国友商事株式会社

国友商事株式会社

大洋建設株式会社

有限会社手箱建設

ほけん福祉課 　893－3811

　

高いほど危ない！

数値が低くても高くても禁煙チャレンジしてみてね

仁淀病院　院長　松浦喜美夫

　仁淀病院の地下には地震から建物と医療機器を守る
免震装置があり、震度６強以上の地震でも建物の揺れ
を抑え建物と内部のCTなどの医療機器の損傷を防ぐよ
うに設計されています。またライフラインの途絶によ
る病院診療機能が危惧されますが、電源確保対策とし
ては自家発電装置を備え、停電時には自動的に装置が
働き電気が供給され、３日間継続できます。水の確保

は地下には受水槽があり、制限使用で３日分の水を貯
蔵しており、また汚水槽も備え下水にも対応していま
す。医薬品は使用する薬品の１週間分を備蓄しており、
食料品についても備蓄をし、給食が出せるようにして
います。以上のような備えで、病院機能を維持し、地
震発生から72時間の急性期の診療継続を考えています。

災害時の病院機能継続と医療の提供体制
─ 病院の地震対策構造、電源の確保、水の確保、医薬品、食料などの備蓄 ─

　
　仁淀病院では以前から防災マニュアルを作成し災害
時の対応を定めており、平成25年に災害拠点病院の指
定 を 受 け、DMAT（Disaster Medical Assistance 
Team ：災害派遣医療チーム：災害急性期に活動できる
トレーニングを受けた医師、看護師、業務調整員から
構成される医療チーム）を３チームに増やし医療救護
活動を充実させています。
　災害発生時には院内の災害対策本部を立ち上げ、病
院の被災状況を調べ、県や町と連携しながら、地域の
病院や診療所、医療救護所から送られてくる重症者な
どを受け入れ、また、直接来院患者はトリアージ（救
命効果を上げるため、傷病者を重症度と緊急性によっ
て振り分け、治療の優先順を決めること）を行い重症

者を院内に入れ治療します。また医療スタッフが不足
の場合には、他県から派遣されたDMATなどの医療救
護チームを受け入
れ、仁淀病院や医
療救護所での医療
の手助けや、自院
で対応困難な重症
患者の大学病院な
どへの搬送や、被
災地外への航空機
などでの広域医療
搬送などに携わっ
ていただきます。

災害発生時の医療救護活動

　災害時救護活動における病院職員の役割の確認や対
応能力の向上を目的に、医療救護訓練、情報伝達訓練、
DMAT養成研修などの訓練に積極的に参加しています。
平成26年1月には仁淀病院において、高知県災害医療対
策中央西支部会議の主催で医師会、いの町などと協力
し、関係機関の職員多数が参加して災害医療救護訓練
が実施されました。院内災害対策本部設置、医療救護
所立ち上げ、救護所トリアージ、院内への患者搬送、
院内トリアージ、域外搬送などの訓練を行いました。
マニュアル通りにできないことや反省点も多く、関連
機関との連携や急性期以降の医療や保健衛生のニーズ
への対応など課題も見え、今後にいかしたいと考えて
います。またいつ災害が起こっても対処できるように
繰り返し訓練が必要だとも感じました。
　普段から災害に関心を持ってもらい、防災意識を深
め、減災に取り組んでいただこうと、昨年11月に災害
医療講演会を企画しました。講師には東日本大震災の
際に南三陸志津川病院で被災され、高知県災害医療ア
ドバイザーでもある菅野武先生にお願いしました。「震

災から学び、明日へとつなぐ」と題し「南海トラフ地
震に備えるため、東日本大震災で起こったことを知り、
自分たちで、地域で、日ごろから何をすべきか、何を
しておくべきかについて、みんなで考えてみませんか」
と呼びかけ、すこやかセンター伊野で開催しました。
住民の方、医療従事者、行政職員、自主防災関係者な
ど大勢に参加いただき、震災について学び、日ごろか
らの対策の大切さを感じていただきました。近い将来起
こるとされる南海トラフ地震に備えて、それぞれの立場
で「自助」「共助」
「公助」を考えてい
ただき、みんなが
協働し減災へとつ
なげていけたらと
考えています。病
院では今後もこの
ような取組を続け
ていきます。

災害医療に関する研修、訓練の実施、防災意識の向上
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